
2024年2月号 2024年2月号は、
情勢学習、地方会長の紹介、第27
期第１回中央幹事会についてをお
伝えいたします。

朝鮮の2024年
2024年の幕が開けた。

『社会主義強国を建設する』という現実的な目標に
則った5か年計画の3年目を朝鮮は、偉大な変革の
年と位置付け、4年目遂行の具体的な目標を掲げた。

周知のとおり、朝鮮は2018年～2019年にかけ、
南北関係の改善と朝米国交正常化に向けた外交戦
に乗り出した。トランプ大統領との歴史的な会談と
『板門店宣言』など、まだ記憶に新しいであろう。

しかし、関係改善による朝鮮半島情勢の安定化、そ
の後の社会主義強国の建設というプランは、2019
年ハノイで散々に砕かれた。

先核放棄、という受け入れがたい条件を突きつけ
るアメリカ、一方的に破棄された軍事演習停止。朝
鮮敵視政策の転換を前提とする関係改善のための
話し合いを積み上げてきたものをちゃぶ台返しのよ
うに亡き者としたアメリカ。

平和と安定を望むが、朝鮮との約束の一つも守れ
なかった南。口を開けば『国連安保理決議違反』とい
う足かせがある… 開城工団事業や金剛山観光など、
制裁に何一つ触れないもの、決心一つで遂行できる
ものさえ、アメリカの顔色を伺い、すすめることもで
きなかった。

2021年、半島を取り巻く情勢の緊張化を緩め、国
際的扶助の中で人民たちがベルトを締めることのな
いよう、強国を建設しようとする朝鮮は政策を大転
換させる。

政治的スローガンではなく、実際の人民生活。地に
足をつけた目標の提示。４～５年で収まるものでは
ないという現実的な打算のもと、2035年プランと
もいわれる5か年計画×３プランを提示したのが党
8回大会だった。（2021年1月）

一方的な査察を飲み込まず自主を貫く朝鮮に対し
『ならず者』の烙印を押し、史上最強の経済制裁を加
えるアメリカを中心とする勢力。経済制裁の中、自主
を貫くための闘いを宣言し、自力更生の旗をもう一
度掲げた朝鮮。

『まずは強くなってみないと分からない』。この決心
から始まった『経済制裁』VS『自力更生』。これが
2021年以降の朝鮮を取り巻くフェーズだ。

度重なる米日韓の軍事演習、人様の国の真隣で敢
行される『斬首作戦』遂行のための核戦争演習。朝鮮
の抑止力強化がなければ、何百、何千の戦争開始の
きっかけがあったのだろうか。

新型コロナによる国境封鎖も相成り、2021年以
降の朝鮮の5か年計画遂行は難航した。穀物生産の
問題、建設の問題、軽工業の発展に関する問題。人
民生活向上を目標とし、経済建設を推し進めながら
も、厳しい状況は続いた。3年目の2023年。やっと
光明が見えてくる。その秘訣はインフラの整備とボト
ムアップにあった。慢性的な農業の厳しさは灌漑の
弱さにあった。それを克服する。物流の弱さを克服
するためのインフラ整備、地方の開発など、『史上最
強の経済制裁』の中、耐えることが難しい平壌以外
の地方都市に対しての集中的な人的財的投入は功
を制し、5か年計画遂行というものが現実的に達成
可能な数値として見えてきたのだ。

残り2年。

朝鮮は、2023年をターンオーバーの年と総括し、
新たな攻勢に出た。目標は社会主義強国。時限は
2035年。5か年計画3回転のうち、1回点目の勝算
を左右する2024年の新しい闘いに朝鮮は決起し
たのである。

そのような背景の中、対南政策が大転換される。
80年にわたる分断の歴史を経て、南北対立の歴史
が総括された。朝鮮の対南政策は『急転換』されたも
のでは決してない。そして、『武力統一（赤化統一）』
を目指したものでもない。現実に足をつけ、『まずは
強くなってみる』という明確な目標のもと、今ある朝
鮮半島の現実を示したのみであろう。

朝鮮半島情勢は今年もめまぐるしく変わる。

青商会も地に足をしっかりつけ、何よりも同胞社会
と子どもたちのために汗をかき、未来創造のための
道を切り開くべく、『主導』と『ハブ』としての約割を
果たしていきたい。そしていつでも、朝鮮半島情勢
に耳を傾け、『なぜ？』を紐解いていく過程でブレな
い自身の柱を持つことが大事であろう。

（中央青商会）

さらに詳しく知りたい方はYoutubeを
ご覧ください。
朝鮮大学校李柄輝教授の解説動画は

こちら☞
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